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千葉商科大学学長 島田晴雄からみなさまへ「千葉商科大学ニュー

ズレター」は、教育・

研究、地域連携、国

際交流などさまざま

な側面で行われてい

る千葉商科大学の活

動、「実学教育」のさ

らなる充実をめざし

た戦略的な取り組み

などの最新情報を、

日ごろご支援いただ

いている皆様にお伝

えしています。

ニューズレターの全

文や記事の詳細は、

本学 Web サイトに掲

載されています。

http://www.cuc.ac.jp/

◆ご意見、ご要望を

お寄せ下さい◆
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　今年も、いよいよ師走になりました。
　本学では、このたび、教育と研究を担う「教学部門」の重要な
組織改革を決定いたしましたので、読者の皆様にご報告をさ
せて戴きます。
　大学の教育が直面している重大な問題、とりわけ学生の質
の多様化の問題に正面から取り組み、より良い教育を実現す
るとともに、大学を大きくパワーアップするために、これまで
約半年をかけて、知識・経験の豊富な教授から若手講師に至
るまで全学の多くの方々と真剣な議論を積み重ねてきた結

学長 島田晴雄
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本学は、（財）日本高等教育評価機構による

大学機関別認証評価で認定されました

果、このほど全学教授会で、新しい教学組織改革案が承認され、本学は未来に向
けてさらに大きな一歩を踏み出すことになりました。
　その目玉は、これまでの学生部、図書館、経済研究所などの教学組織に加え
て、問題意識や学力や生活パターンなどが異なる学生諸君の誰もが、やりがい
と意欲を持てる新しい教育のあり方を全力で研究し、実現していく「教育革新
センター（仮称）」を設けたことです。これは若手教員を中心に編成され、そこか
らの提案は大学が全面的に支えて実現します。
　もう一つの目玉は、外の社会との連携を担う機能を、入学センター、キャリア
支援センター、メディア・情報センター、大学連携交流センター、国際センター
に編成し直し、教員、職員を問わず適材を登用することです。とりわけ大学連携
交流センターは、地域連携、卒業生・同窓会の支援、学生諸君の保護者との連携
を担う機能です。
　この新しい組織体制で、大学の直面する問題に真正面から取り組み、教員職
員を問わずプロ意識を持った人材が全力で業務に専念することで、大学全体の
機能の大幅な強化を図ります。どうぞその成果にご期待下さい。
　皆様、良いお年をお迎え下さい。　※1 各組織の名称は2009年12月現在での仮称です。

　

※1

電車内ポスターもお見逃しなく !

2010年度　これからの学部入試日程

● 2010年度　これからの学部入試日程

1月以降には一般入試、

センター利用入試、AO入試、

推薦入試を実施します。

2月後半や3月にも受験できます。

詳しくは募集要項をご覧下さい。

ガンバレ
受験生 !

!

ＡＯ入試・３期 12.13（日） 一般入試Ａ方式・１期 2.1（月）

一般入試Ａ日程

一般入試Ｂ方式 2.14（日）

一般入試Ｂ日程・2 科目 2.14（日） 一般入試Ｂ日程・2 科目 2.14（日）

一般入試Ｂ方式 2.14（日）

ＡＯ入試・４期 12.13（日） ＡＯ入試・５期 1.31（日） ＡＯ入試・６期 2.14（日） ＡＯ入試・６期 2.14（日）



めに一部の教室を拠点として貸し出すなど、実学とし

て体験する学びへの支援体制も整えています。

　本学学生による起業団体が活躍を始めています。

2009年7月に起業した「株式会社 体育会テニス部」

（代表取締役社長：田畑恵さん［商学科4年、城南静岡

高校出身］)では、本学体育会硬式テニス部の学生たち

が、同テニス部の強化やテニス指導での地域貢献など

を目的として、テニススクール事業（体育会テニスス

クール）を始めました。本学で学んだ知識を活かすと

ともに、スポーツビジネスのマネジメントを実践的に

積むこととなり、注目を集めています。また、同テニス

スクールのWebサイト制作は、同じく学生起業団体

ACTが請け負い、起業団体のネットワークも広がり始

めています。本学では意欲のある学生が在学中に自分

で企業を興そうと意欲を持つことを奨励し、学生のた

千葉商大発の学生起業団体が活躍中!!
(株)体育会テニス部がテニススクールをオープン

簿記検定試験2級の試験結果において、本学団体受験

者62名が合格（うち5名が満点）しました。このうち、

瑞穂会受講者からは受験者25名が全員合格となり、

めざましい成果を挙げています。学生たちは次なるス

テップ、日商簿記検定1級の取得をめざしています。平

成21年度公認会計士試験には会計ファイナンス研究

科の卒業生3名も合格し、本学の「実学教育」の成果が

証明されています。

　平成21年11月7日に開催された「2009年秋季全国

大学対抗簿記大会」（資格の大原 大原大学院大学主

催。全国120大学が参加）において、団体戦1級の部で、

本学「瑞穂会／A チーム」の小谷祐介さん（商学科2年、

君津商業高校出身）、豊川友章さん（商学科2年、盛岡商

業高校出身）、羽根田拓さん（商学科2年、城南静岡高校

出身）が見事5位に入賞し、素晴らしい大会成績をおさ

めました。また、平成21年11月15日に行われた第123回日商

全国大学対抗簿記大会で５位入賞／公認会計士試験合格

現役体育会テニス部員が運営するテニススクール

　 株式会社 体育会テニス部　代表取締役社長  田 畑　恵

　体育会硬式テニス部は、本年7月に「株式会社体育会テ
ニス部」を起業しました。株主には、島田晴雄学長、体育会
硬式テニス部部長の吉田優治先生（サービス創造学部学
部長）、同部の保護者やOBの方になっていただきました。
同社は、学生、教職員、同窓会会員、地域の方々を対象に大
学テニスコートでのテニススクールを12月よりオープ
ンします。指導は部員が交替で行います。利益は、同部強
化のために使用するとともに、指導者のいない高校テニ
ス部へのボランティア指導にも充てる予定です。体育会
が起業するのは日本で初の試みとして、注目されていま
す。お申し込みは、体育会テニススクールのWebサイト 
http://www.taiteni.jp/ よりご確認下さい。
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社 会 活 躍 卒 生業で する たち

政策情報学部 創設10年目の実績

ジャンルを学べる環境があり、興味を持った分野を専

門的に深められるところにあると思います。証券会社

という情報の質とスピードが重要視される仕事では、

ゼミで学んだ専門知識と経済を読む力に加え、いろい

ろな講義で学んだ情報を集め加工し伝える力が生きて

います。私は現代ＧＰに採択されている「ＣＵＣ宅配・

サービス」にも3年間参加していました。そこでは顧客

や仕入先、仲間との信頼関係を築く事の難しさも身を

持って学ぶ事ができ、関係を持つ全ての人が満足する

仕事をするためにはどうしたら良いかと考える癖が、

自然に身についたのではないかと思います。

　100 年に一度と呼ばれる不況の中で証券会社に入社

をし、知り合いもいない土地で逃げ出したくなる事も

多々ありますが、支えになっているのは間違いなく大

学で学んだ事と、今も連絡を取り合っている大学の仲

間達です。素晴らしい大学生活を送らせて頂いた事に

感謝をし、社会のため、人のためになるような仕事が

できるよう、これからも精進していきたいと思います。

　創設10年目を迎えた政策情報学部は、これまで約
1,100人の卒業生を社会の各分野に送り出しています。
これらの卒業生は、それぞれが得意とする分野の問題発
見・解決のための必要な知識を、ひとつの学問にとどま
ることなく学び、情報メディアをあらゆる角度から使い
こなし、大きく活躍しています。今号からは、そのような
政策情報学部卒業生からのレポートを順次ご紹介します。

　私は今、証券会社で働いています。2年目の後半にも

なると求められる成果も高くなり、毎日四苦八苦しなが

ら仕事をしています。この仕事で一番必要なのは顧客と

の信頼関係です。まだ経験は浅いですが信頼を築くため

に必要だと感じたのは、知識とお客様のためという強い

信念です。大学ではこの 2 つの必要なものの土台を築く

ことができました。どんな仕事でも専門的な知識だけを

持っていればよいという仕事は少ないと思います。

　私は政策情報学部の特徴はＩＴや金融など幅広い

竹下 諒太（2008年3月政策情報学部卒）
みずほインベスターズ証券株式会社 大阪支店

毎週水曜日の午後
は、タイ ムリー な
テーマで学内外から
著名なゲストをお招
きして、本学学生や
皆様とともに、知的
な刺激と感動を共有
する時間「ユニバー
シティ・アワー」を
開講しています。
今年度は残すところ
4 回となっていま
す。どうぞお気軽に
ご参加下さい。

※プログラムは変更になることがあります。
【申込】学長事務室 戦略企画係 TEL:047-372-4111（代）

◆ユニバーシティ・アワー　今後の実施予定 
どなたでも聴講できます！

ニューズレター 11月号の「◆ユニバーシティ・アワー 今後の実施予定」において、12/16(水)開催の池田弘氏の肩書きに誤りがありました。
正しくは上表の通りです。心よりお詫び申し上げます。

月 日 内　　　　容

1 月
2010年

12 月

13 日(水 )

20 日(水 )

「夢は大きく、そして熱く。～独立・起業、そして水ビジネスへの挑戦～」
（株式会社ウェルシィ 代表取締役社長 福田 章一氏）

「学生表彰」

16 日(水 )「スポーツチームの経営と地域活性化」
（NSGグループ 代表、株式会社アルビレックス新潟 取締役会長 池田 弘氏）

23 日(水 )「「キッズビジネスタウンいちかわ」って何？」

※学内外でさまざまな活躍をした本学学生たちの表彰を行います。

【開講時間・場所】13:10 ～ 14:40・本学7号館702教室




